
平成29年

支部長会議・新年懇親会

午後3時    支 部長会議・生徒発表

午後4時 15分 青春バンド「CHELSEA」 演奏会

午後5時   新 年懇親会

日時 平成 29年 1月 21日 (土 )

会場 五州園

埼士窯ニホ左晶春音浜円亀谷



埼玉縣立本庄高等學校同窓会 御中

平成29年1月19日

株式会社 サラト

営業担当者  遠 藤 優介

名簿作成作業中間報告書
(平成29年1月18日現在)

1、調査状況

(1)会 員数

(2)住 所判明者数

33,855 玄畜

22,747名

(3)物 故者数

(4)住 所不明者数

4,472名

6,636 名

(5)判 明率 80.4%

2、名簿販売状況

(1)販 売予定数 1,080部

(2)予 約者数 734名

(3)入 金者数 588 名

3、広告申込状況

(1)広 告予定金額 1,102,000円

(2)広 告予約者数 56 字十

(3)広 告入金予定額 1,794,400円

4、賛助金申込状況

(1)賛 助金予定数 428名

(2)予 約者数 371 Z路

(3)入 金額 3,634,500 円

5、今後の作業日程

(1)表 紙・田絵・前文の原稿締め切り日 * * * * *

(2)表 紙・田絵・前文の版下点検・(当社発送日)*****

(3)表 紙・田絵・前文の版下点検・(返却締切日)*****

(4)住 所変更・追カロの最終締め切り日
・友人、知人からの本人確認の必要な資料 * * * * *

・本人、家族からの異動・変更連絡 * * * * *

(5)名 簿完成及び発送日 平成29年2月10日



奨学金制度の概要 (案)

1 趣 旨 (目的)

本制度は、埼玉県立本庄高等学校の在学生で成績優秀かつ向上心を有する

者に対する奨学金に関する事業を行い、経済的理由で勉学 ・進学が困難な者

の支援とともに、社会 (世界)(夢 を時える人材)で 活躍し得る人材を育成す

ることを目的とする。

2 奨 学金

功成金交付

【功成内容】経済的理由で勉学が困難な在校生に対して、公募により修学

資金の一部を助成 (15名 に年間10万 円)

貸与 在 学生に年間 10万 円を貸与する。

給付 在 校生に年間 10万 円を給付する。

【選考方法】すべての応募について学識経験者からなる選考委員会に諮り、

校長推薦、成績や収入基準の選考基準及び年間予算額の範囲内で助成者及び

功成額を理事長が決定

【返済義務】

貸与                       ・

奨学生は、高校を卒業後 10年 以内 (5年間の据え置き期間を含む)に、指

定銀行日座へ指定日に決められた金額を送金する。但し、希望によリー播返

済も行える。

給付

返済義務はありませんが、奨学生は、高校を卒業後 20年 以内 (10年 間の

据え置き期間を含む)に 、給付を受けた奨学金と同額の奨学資金の造成に努

力するものとする。



埼玉縣立本庄高等學校同窓会支部組織活性化推進分科会

支部組織活性化推進分科会委員名簿

織 委員名 担 当 卒 回 電話番号
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スロエガン

1 名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛し、

母校の発展に寄与しよう。

1 本 校同窓会の旗の下に結集し、

地域に香り高い文化の花を咲かせようと

1 人 間関係を大切にし、

会員相互間に親睦の輪を拡げようと

1 組 織を整備強化し、機能的な連絡網を拡充して、

|‐‐同窓会の活性化を図ろう。     ‐

1 建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成に努め
tよ
う。
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チェルシー

主量主主主蓋主主主主主主主土主主 作逮
雷巌 歌  チ ェルシー

1 丸 いお目眼で条多 か わいいはにぽん

みんなに集譲韻 替そこ 本 産牛表たよ

二平ニヨ態にぽん み んなの友逮

ニヨニユ濫にぼん 改 部の友逮

笑顔の心を届けに来たよ 本 産へ

2議 びら渡っ式の機にぽ島 |かわいとヽ強王ぽ島 ■

え が お きくらいろ

みんなの条顔でほつ式が 桜 亀

ニヨニヨ置にぼん み んなの友逢

ニユニ平ほにぼん 故 部の友逮  ‐

元気をいっぱい届けに来たよ 本 庄へ

麗秦            ‐

ニヨニヨほにぼん み んなの友達

ニヨニヨ機にぼん 故 簿の友達

条顔の心を届けに来たよ 本 度へ

ニヨニヨ様にぽん み んなの友達

ニヨニヨ機にぼん ふ るきと!本産!

笑顔の心を届けに 羽 ばたけ 世 界へ

笑顔の心を届けに 羽 ばたけ 未 来会


